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　東南アジアの産業・文化の実態を知るために1967 ・文部省の在外研究員として原始芸術の調査と
いう研究テーマをうち出して，91日間の現地調査をした．
　これら東南アジア諸国は未開地と近代都市とが同居しており，原始時代の採集生活から狩猟生
活，焼畑農業，水田耕作，手工業と人類の生活文化史を同時に見ることか出来た．
　これら新興国は現代の量産工業を，産業経済振興の地盤づくりにしようと，諸先進国よりプラン
トを輸入して，大工業誘致に力を尽すようになった．
　しかし，これら大工場の建設はできたが，その施設が垢くらいしか稼動していなかったり，原料
の供給がスムーズにゆかず，労働者は出I勤はしているがスイッチは入っていなかったり，工業国と
しての教育と態勢がまだ無理だと感ずる節が多かった．
　これらの国の産業開発に如何に協力すべきかを研究することは，先進国日本の責務であると考え
る．
　特に調査を東南アジアに焦点をあてたのは，日本と東南アジア諸国は原始の時代から一連の文化
の脈絡をもっていたと推測され，東南アジアの原始を探るためには，各国の山地民族の文化を比較
研究することから始めるべきだと考え，東南アジア原始芸術の調査をうち出した訳である．その途
次，現代の現地産業を視察し，多くの新興国の溢路を発見した．そして日本の協力は如何にすべき
かという結論を導き出した．最終的には産業教育を日本で引き受け，東南アジア産業大学並に付属
施設（実験農場，実験工場等）を日本の最南端，亜熱帯地，沖繩にこれを設置し，沖繩の本土復帰
後の産業開発にも資するための方式を考えてみた．
　この方式の特徴は本土の中小企業でのインターンについて，その企業の全面的な協力なくしては
実現されないもので全日本的な産学協同の企画である．
　　　　　　　　剛　インドネシアを中心にした東南アジアの産業経済の現況調査
　調査は台湾の山地民族から始まり，インドネシア全域に亘る日本との南北関係の研究を行った．
主力をインドネシアに置き，インドシナ半島のタイと比較しつつ調査をすゝめた．　　　　｀
　結論としては，科学技術を導入するため，大量生産方式のプラントを輸入するだけでは，新興国
の産業技術能力は向上しないということである．
　勿論，急速な生産量の増加をはがるためには，大きなスピシドルエ場などの誘致も必要ではある
が，先進国のような科学技術教育もなされていない後進国において，一挙に工業国化することは無
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理であって，人類の発達の歴史が示すように順を追って，狩猟国から農業国に，農業国から工業国
にと移り進んでゆくことが自然であると考える．
　ボルネオ山地奥深いところや，イリアンバラット（西部ニューギェア）に:は未だ原始的な狩猟生
活をくりかえしている種族がいる．　　　　　　’
　これらの人々には農耕生活を教えなければならないし，また，平地の農耕生活者は自ら耕して，
生きているだけという状態のところもあって，生産生活には程遠い存在である．
　これらの地主は未だに人力と水牛に稼勁力源を求めていて，旧態依然たるもので農業の改良のた
めの努力をしていない．ここの生産社会は未だに手工業的な¬品製作の職人時代で，バーナー一つ
をたよりにした金工，つる鋸一つで丸太材から製材して家具をつくる家具工などか，生産の第一線
である．
　やっと織物業が機械力を導入したくらいのものである．しかもそれらの生産品は自らつくり，自
ら売るといった生造販売をやっており，経済流通機構から生まれた，大量消費，大量生産方式はい
まだとられていない．
　生産されたものを販売する流通機構は総て華僑の手に握られ，商品は国内生産品よりも，香港，
シンガポールでつくられた中国系商品が販売されている．これら生活必需品は生産加工費の安い中
国の中小企業者によってつくられた軽ｺﾆ業品である．
　現代のインドネシアを自立させるためには，これ等商品を自家生産させ，自らの流通機構にのせ
ることが，目下の急務である．
　インドネシアが農林水産国として，111活できて，その上に工業国として発展するためには国民総
てか，中小企業の洗礼を受けて後，組織的な大企業経営へ移るべきであって，大企業のプラントを
数台翰入したところで，国民の生産能力開発の力とはなり難い．
　国民総生産の根は，国民総技術教育から始めるべきである．
　外国の援助によってなされる第一歩は産業基盤整備の投資こそ望まれるものであって，これは国
の政府ペースで外国との交渉によってかちとられるものである力も国民生活必需物資の生産に対す
る援助は民間ペースの援助を受けることも考えねばならない／
　外資導入法が設定されても，その先に立つ国益に直結するか否かということなくしては，利潤追
求に終ってしまって，巨額の外資を国益以外のものに使ってしまうこととなる．
　東南アジア産業大学はどの国にどのような企業が最も必要で，その技術者養成をどうすべきかと
いう，国益優先の研究と教育の技術大学である．
　過去の日本は賠償という協力工事にしても，これが直ちに国の興隆に寄与出来る工事であるか否
かを判断することなしに，賠償工事をなし，それが時期尚早の無用の長物であり，その多くか未完
のまsヽ放置されているものもあり，感謝されなければならないことが逆に国民の不評を買い，反感
をよぶ道具に使われ，日本の国費を無駄使いしたことになってしまった．
　その一つか，ムシ河の吊橘，ジャカルタのサリ一一ナデパートなど．
　然し，これらは日本側のみが不浄の責を負うべきでなく，インドネア側も反省しなければならな
いことも多い．
　その一つは紡績工場である．日本からの機械の整備が未完だというのであるが，よく調べてみる
と，日本から輸送した機械の.部品が，港湾関係者に,よって一部盗まれてしまって，組み立てか完了
していないということである．
　これは迎輸関係の基幹整備の中で，最も原初的なモラルの欠如が，自国の経済伸張を疎外してい
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る現状である．
　通信にしても，電報や郵便は途中で蒸発してしまい．取引の交渉も待てど暮せど連絡なしとい｀う
梨のつぶての取引に終ってしまっている．
　石灰岩層はインドネシア各地にあり，山中で石灰を焼いても，消石灰は野積みにされたまゝ放置
され，それを運ぶトラックも船もない．流通機構の重要な促進剤の道路や海上運輸がこれでは駄目
である．
　またセレベスのパルプ工場にしても，雨期と乾期とあって水を必要とする工場が半年しか使えな
いというのも綿密な調査がなされていないからである．
　欧米各国の属国となっていた東南アジアの国々では，征服者は国民に技術教育を授けることを意
識的にやっていない．ただ公務員の補佐官的な文官養成のための学校があったに過ぎない．
　新らしい産業発展のための技術教育は，自国でその施設をつくって教育することも必要だが，直
接その目的を達成できる諸外国の工業水専の中にとびこんで，体で受けとめてくることも大切なこ
とである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬
　そこで日本の国内で南方諸地域によく似たところといえば沖繩である．ここに東南アジア産業技
術大学を設けて教育することを考えた．それは東南アジア各国語と日本語，英語で講義する方法
で．
　沖縄での東南アジア技術要員の教育は，本科２年間基礎技術学と実習を沖繩で，次の技術実習２
年間は日本本土の企業体の現場でインターンすることである．このようにして自国に必要な技術と
その企業の運営のコツをマスターしてもらおうというのである．
　邦人学生は沖縄で２年間本科課程の基礎技術と東南アジアの語学をやり，インターンは東南アジ
ア諸国でやるようにして，現地の復興に協力すると共に，その問題点を発見し，その解決策を本校
の研究室で再研究して，その結論を各国に還元するという方法である．
　この案に対する今一つの批判は，沖縄という中間地点で基礎学をやるより，直接本土の工業，農
業水準の中で本ものをやればよいという意見も成立する.づ例えばアメリカ研究のためハワイで一年
間勉強してアメリカ本土へ渡るというのは，ハワイの年は不必要であるというのと似ているが，沖
縄では南方企業開発の実験場が中心となり，教育と研究を行うのであるから，本土に亜熱帯地域を
さがしても適当なところはみつからないし，沖縄復帰後の産業研究施設とそれによる生産が，沖縄
の産業振興に寄与することは火を見るよりもあきらかであるから，沖繩こそ，この大学を設置する
にふさわしい最良のところである．
　また，沖縄は，米語が通用し，住民は国際的な教養を身につけており，東南アジアの留学生を迎
えても奇異な感じは与えないであろう．
（2）技術教育のみならず，東南アジア共通の文化をも学び.東南アジア人
　との心の交流をはかるべきである．
　私はアジアの南北文化交流の重要性を自らつかむために, 1966,中近東から，インドデカン高
原，アンダマン，ニコバル諸島を経て，インドネシアを縦断して，ニューギュアに至る赤道線を東
西に歩こうと思ったが, 1967この案を縮少して，インドネシアを中心にした日本との比較文化の
調査に集中したjそこで，南北文化の類似性をつかみ，東南アジア学をまとめ，南北アジ民族の心
のつながりを強調すべき時代に到ったことを痛感した．
　その一例として，円筒石斧は日本，沖繩，台湾，ヒリッピン，ボルネオ，東部インドネシアに至
る南北線にその分布を見ており，角形石斧は大陸からインドシナ半烏，スマトラ島などインドネシ
ア西部に亘って分布していることを見ても，南北海洋文化圏，大陸文化圏の２つを考えることがで
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　大陸文化の伝播を探るならば，中国文化が世界に伸び犬あとを陶磁器でさぐることができる．
　ジャワ島チェリボンのソルタン（土侯）の邸宅を訪問.した私は，そこに世界の陶磁器が集めら
れ，それを先祖代々の墳墓の壁にはりつけてあるのを見ノたレ世界の人々の好意の中に安らかに眠っ
ているのだという．
　そこの宝物庫は総て中国の陶磁器であって，数限りないその数に驚かされた．
　中国文化が，インドネシアを通り，遥か東ニュ←ギ.ニ,ア近くにまで伸び，その経済力の伸長の強
籾さには頭が下る思いであった.　　　　　　　　　I゛
　中国の文化攻勢はそれのみではない．陶磁器は遠く,ヽサラン，イラク，アフガニスタン，アラビ
アを通りアフリカにまでとｙいている．これはシルクロードを通り，西半球にまで伝わったことを
実証するものである．　　　　　　　　　　　　，
　陶磁器をチャイナと呼び，世界の宝物となった訳もうなずかれる．中国はかくして文化の国とし
て尊敬されているのである．　　　　　　　　　　　　｀
　中国から日本に入った漆器が日本で発酵して花を咲かせた．漆芸は日本文化として世界に紹介さ
れ，漆器のことをジャパンと呼んでいるが，しかし，これが世界の文化としてもてはやされるまで
にはなっていない．
　もうーづの例をジャワ更紗にとろう．私はチェ｀リボンのソルタンとそのお后をたずね，その好意
で宮廷直営の工場を見せてもらうことができた．ｌ
　バチックの技術はインドネシア国の秘伝であるのに．白本の或る大学教授一行がその技術を日本
に持帰ろうとして，秘伝を盗みに来たとして軟禁きれた．私の見学はその直後だっただけに許可さ
れたことがうれしかった．　　　　　　　　　・
　この更紗文様は中近東のペルシャ文様が印度を経て臓織技術と共に入って来たが，中国文化の陶
磁器か宝物として珍重されるや，その文様をとり入れたジャワ更紗が生まれた．即ちインドネシア
で，中近東と中国文化か握手して新らしい更紗文化を生んだ．
　また，ジョクジャカルタの近くで，ヒンヅー教と仏教の混淆した寺も発見した．
　チェリボンのソルタンはその昔，お后を中国から迎えた歴史かおり，墓所も中国風とイスラム風
とが同居している．
　中国とインドネシアは現在，国の政策上，交流はないが，古べから文化はつながっており，アジ
ア人は心の文化でつながっている筈である．
　数百年来，東南アジアはヨーロッパ各国の属国として隷属させられ，インドネシアはオランダ
に，インドシナはフランスに，マレーシアはイギリスに，ヒリッピンはスペインとアメリカに占領
され，専ら欧米化されていた．　　　　　　　　’　，
　彼等は決して原地住民に産業技術を教育し，工業国として発展させることをしなかった．
　そのため，戦後独立した東南アジアの国々は，自らの産業や流通機構を振興させることが出来な
かった．
　日本は敗戦後，東南アジアの国々を貧困から産業立国へ導くために努力することよりも先づ，自
らが敗戦のドン底から復興するため精魂を傾注したに然し総生産世界第三位になった今日，欧米各
国とは違い，同じアジアの南北共通文化をもつ同旗として，相たすけあって，アジア復興に努力を
することは大切なことであると思われる．
　東南アジア諸国が経済生活の違う欧米から産業や文化を直輸入することもよかろうか，要はそれ
を咀しゃくして自家薬価中のものにすることは時間を要する．日本が明治以来，東西の欧米文化を
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受けいれて，アジア的に解釈した，文化や技術を東南アジア諸国が導入すれば咀しゃくは容易であ
ろう．それは日本で開発された中小企業，軽工業を導入することである．これこそ彼等の血となり
肉となるだろう．
　未開発地に一躍，オートメーション工場が導入されたところで，これは未開発地に原子ロケット
が据えつけられたようなもので，誰れも，どう扱ってよいかわからないだろう．外人技術者にいつ
までもついていてもらわねばならないならば，先進国の工場が新興国に移転したというだけで，現
住民は手出しも出来ず，ただ外人技術者の命令に従っているだけである．
　開発の順序としては，農業国のスキ・クワがトラクターに代り，牛，馬が自動車に代ったという
程度から技術改革をしてゆかねばならないだろう．
　開発途上の国々は一挙に大企業を企画したがるもので，スカルノは中国から大紡績機械を入れた
が，建物が立派で見せかけのものである．スハルト大統領は日本から紡績機械を入れたが，建物よ
りも，小型で出力の出る実力を尊重した．
　　日本の大企業は欧米に近ずきつつあるので，日本の中小企業をどうもってゆくべきかが日本の課
題であり，日本の労働力の高賃金，原料不足を補うため東南アジアに日本の中小企業を移して，技
術提携により，現地産業の振興をはかってはという意見も多い．このような方法で国際経済協力を
果すことも一つの方法であると思う．
　現代と原始が同居している開発途上国では，原始と現代産業の中間的な中小企業から手がけてゆ
くことが，発展途上国の経済性を高めるオーソドックスな方法であると思われる．
　先進国に経済協力を求める際に，政府ペースによる基幹産業の大々的協力を求めることもよい
が，民間ペースによる中小企業の提携こそ国の地力をつけるために必要なことである．
　然し投機的な中小企業の進出をたすけるようなコンサルタントにまかせておけば，またしてもエ
コノミアニマル，チャリチャリワン（金あさり）と蔑まれ，日本は協力援助資金を出して置きなが
ら軽蔑されるようになる．
　七こに総合的な立場から東南アジア産業大学を設立し，技術，経営の教育を施し，自国の最も必
要な企業振興へ力を貸すことができるものと考えられる．
　　　　　　　　　　　　　　（3）東南アジア産業大学設立の構想
　日本の大学は開校以来，欧米文化の受け入れに専念し，それの願案を教育の柱として，学生の指
導をしてきた．
．このように東西文化の交流が，学問研究の主流であったが，我々は南北文化の交流によるアジア
地域の研究も一つの総合的学問研究の分野であると考える．
　現代の学問研究はあまりにも，細分化し，専門化し，単一のカテゴリーの中に沈潜してその原理
追及に精魂を傾け過ぎ，お互の学問の壁か災いして，組織的に新らしい社会情勢に対応する諸学の
有機的総合力の発揮が出来なくなってしまった．
　この二つの理由から文化の生い立ちのおなじ東アジア，南アジアをつないで，その底を流れる東
南アジアの文化の源流を追究し，東南アジア学の研究と教育こそ独自の大学の在り方でもあると考
える．
　また，現代の東南アジア各国は新興国として，産業経済の伸張に国政の総てを傾注しているが，
然し，このように一国の地場産業の振興を考えるだけでは，今やその効果は期し難い．従って，こ
こに東南アジア産業大学を設立して，東南アジア各国の留学生を迎え入れると共に，日本国内の学
生で東南アジア新興国の国づくりに協力しようとする青年をこの大学で教育し，東南アジア全域の
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産業の在り方を研究し教育してゆこうというのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　この大学は沖縄のもつ風土性と立地条件が東南アジしア研究と東南アジア産業技術実験研究と教育
に最適であると考える．この大学か設置されることヽにより，沖繩の地場産業に新生面をきり拓くこ
ともできるであろうことを確信している．
　多額の海外援助資金の一部を割いて，東南アジケ振興の技術教育費に充当することも意義のある
ことであると考える．　　　　　　　　　　　　フ　’
　回本学の構想
１．入　学　東南アジア各国の日本留学生試験に合格したものを‥駐在日本大使館で面接試験をし
　て，合格したものを受け入れる．
　邦人学生は入学試験及び面接にて合格を決定する．　丿
２．課　程　産学共同大学として，東南アジアそれぞれの国の産業技術発展のために必要な産業技
　術能力を身につけさせ，それぞれの国の振興に寄与する征う.な教育がなされる.
　・基礎学　二年　東南アジア学，経営工学，工業技術学，農業技術学，水産技術学を専門別に履
　　　　　　　　　修．日本語または現地語．
　　　　　　　　留学生は沖繩の本校にて，東南アジア学j，日本語その他産業技術の専門基礎と
　　　　　　　　　実習を行う．
　　　　　　　　　使用言語　日本語，英語，母国語y
　　　　　　　　　邦人学生は希望国の言語，その他仕留学生とおなじ･
　　　　　　　　　使用言語日本語，英語，東雁アジア語のうち一語.
　・実　習　二年　留学生は本土の企業体の中で禅営及び技術の実地訓練を受ける．
　　　　　　　　　邦人学生は，希望国に迎えられ，現地産業開発に協力し，現地で実地研究にあ
　　　　　　　　　たる．　　　　　　＝　　　　ト
　その間，大学ヘレポートを提出させ，問題点研究のためには研究所，付属実験施設を利用する．
　企業体の協力を必要とするときは援助を求める．
３．教官組織
　・大学の本校教官（基礎学二ヵ年の教官を本校に常置）
　・日本人教官（日語，東南アジア学，専門学科.･実技担当）
　・東南アジア人教官（各国語，東南アジア学，専門学科レ実技担当）
　・在外教官　東南アジア各国に駐在し，本土よりの在外実習生め現地実習の斡旋，指導担当（邦
　　　人または現地人）（現地大使館または，現地大学に依嘱することもある）
　・企業教官　企業内に非常勤講師を依嘱し，現場でﾔ）技術指導並に職親として補導にも当る　゛
４．事務局　渉外委員会（教授会とは別に渉外を司どる委員会を設ける）学生受け入れ，実習企業
　との調整，事務一般．　　　　　　　　　　　　’１
５．分　校　本土実習ならびに研究旅行のために．宿泊完備の寮付分校を設ける．
６．入試要領　　　　　　　　　　　　　　　．．
　　東南アジア留学生は各国の教育者または産業省の白木留学生試験に合格し‥駐在日本大使館の
　面接試験に合格したものの中から，東南アジア産業大学国費留学生を決定する．
　　邦人学生は，全国一斉に入学試験を行ない，Iなお本校で面接試験等を行って合格したものの中
　から国費学生を決定する.　　　　　　　　　･j
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　　従って私費留学生は国費留学生試験に合格しなかった入試合格者，並に入試に合格した邦人学
　生で国費学生に合格しなかったもの．
　　試験科目は英語，母国語の作文，自然科学，健康検査，人物検査．
　　受験希望者は高校長の推薦状と希望学科を記入の上申し込むこと．．
７．東南アジア産業大学付属研究所
　　東南アジア産業振興の研究と学生の研究テーマ別に実験研究するためこれを設け，東南アジア
　各国からの依託研究も行う．
　　同所は実験工場，並に実習場を大学と共用で使用することができる．
８．協　力　体
　　東南アジア各国の政府が自国の産業振興のため留学生を派遣すると共に，邦人学生の在外実習
　生を受け入れてもらうようにする．各国大使館に協力を要請.
　　・東南アジア各国より教官を派遣してもらう．　・
　　・日本国内企業体に実習生を受け入れてもらうよう企業体の連合体に協力を要請.
　　・東南アジア各国と日本との間の文化協力団体の援助を求める．
９．大学の学科
　　東南アジア産業大学に次の学科を置く．
　　・東南アジア学一東南アジア関係の一般教養（人文，社会，自然）語学.
　　・経営工学科一産業全般の基礎学と経営，経済学．’
　　・工　学　科一電気，機械，化学，建築，土木.
　　・農　学　科一熱帯農業，林業，農産加工，農業工学.
　　・水産学科一水産，漁携，水産加工，船舶.
10.大学院に修士課程を置き，各国の要請に基きテーマ研究の院生を受け入れる.
11.付属実験施設に選科を置き，短期実技研修生を受け入れる.
12.履修期間
　　・予　　科（留学生のみ），９月－３月
　　東南アジア各国の卒業期は７月なので，合格者を予科に入れ，日本語，日本事情，産業基礎技
　術の入門課程を教える.
　　・専門課程
　　△本　校（基礎技術）４月に開講し２年間に現地語または日本語ならびに英語で，東南アジア
　学，産業技術を専門別に教える.
　　△分　校（技術実習）第３年次から本土並みに現地の企業体内の現場で，技術実習を行う．
　　４年次後期を卒論期間とし，四年間の学習の成果をまとめて，現地での産業開発計画を卒論と
　する.
13.研修旅行
　　第２年次の夏期休暇中に研修旅行を行い，留学生は本土の企業体へ，邦人学生は希望する東南
　アジアの一国へ．３年次からの実習地ならびに企業体を決定する.
14.実習分校
　　本土に実習分校を設け，ここに宿泊して職親企業に通勤する．実習分校は東京および大阪付近
　に設ける．
　　通勤の都合によっては職親の企業体宿泊施設に止宿して実地研修にあたる場合もある．
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　　分校に宿泊設備並に教室を設け，研修旅行の宿泊所ともなれば，講義の教室，研究室も兼ね
　る.
15.講義および実習
　　講義は国別に行う場合と混合で行う場合かおるか，実習は各国混合で行う.
16.建物，付属設備
　　建物，学生数400名として（本校，分校を含めて）／
　　付属施設，工業実習工場，実習農場，演習林，水産加工実習場，練習船.
17.学生数並に教官配置
八八、
　学科　｀｀｀犬
学　　生　　数
留学生　邦人学生
　　　　教　　　　官　　　　数
教授　助教授　講師　　助手　　計
外国教官
・東南アジア学科
・経営工学科
・工　　学　　科
・農　　学　　科
・水　産　学　科
(予科・一般教養)
　　10　　　10
　　15　　　15
　　15　　　15
　　10　　　10
２　　　２　　　２　　　２　　　８
１　　　１　　　１　　　１　　　４
２　　　２　　　２　’　２　　　８
２　　　２　　　２　　　２　　　８
１　　　１　　　１　　　１　　　４
５
５
５
５
５
（計）各　学　年 50　　　50 ８　　　８　　　８　　　８　　　３２ 25
本校（２年間）
分校（　/z　）
100　　100
100　　100
総　計　　　　　　　　　　　　57名
その他非常勤講師，現場職親講師　計　　30名総　　　　計 400名
　　大学院生を補助教官として使う場合もある（これは国費院生）
!8.事　務　官　　15名（各科専属事務官を含む）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　論
　私は東南アジア学術調査の途次，20名の日系二世と会い日本留学を強く希望していた．
　彼等を日本と東南アジアの産業・文化の掛橋として養成するため，今まで既に10名の東南アジア
の留学生を迎え，世話をしたが，その手続の困難さや諸経費は，友好親善とはいえ個人の負担や民
間の醵金のみでは果されるものではない．国が率先して．･匡|際協力援助資金の一部としても実現さ
れたい．
　なお，これは産学協同の大学，研究機関である,ので沖繩の本土復帰後の産業開発の上にも，視野
を東南アジアに広くもち，新しい産業が生まれることを期待している．
　このことを沖繩の代表的な人々にも話し，日本の中央政界にも呼びかけたところ，強く実現を希
望し，賛意を表している．復帰をまたないで早期実現をとの声もある．
　学術研究の成果が，このような形で東南アジアのためになれば幸である．
(昭和44年９月30日受理)
